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	応用
	抗原情報
	背景
	カテニンα1（CTNNA1）ホモサピエンス この遺伝子は、細胞膜上に存在するカドヘリンを細胞内のアクチンフィラメントに結合させることで細胞接着過程において重要な役割を果たすカテニンファミリータンパク質の一種をコードしています。コードされている機械受容タンパク質は3つのビンキュリン相同ドメインを有し、細胞骨格の張力に応じて構造変化を起こし、カドヘリン-アクチンフィラメント結合の再構成を引き起こします。この遺伝子の特定の変異は、蝶形色素変性症を引き起こします。[RefSeq提供、2016年5月],疾患：α-カテニンの異常は、癌の浸潤および転移の過程に関与しています。,機能：様々なカドヘリンの細胞質ドメインと関連しています。カテニンとカドヘリンの会合により、アクチンフィラメントネットワークに連結された複合体が形成され、この複合体はカドヘリンの細胞接着特性に最も重要と考えられる。細胞分化において重要な役割を果たす可能性がある。,PTM：SUMO化。,類似性：ビンキュリン/α-カテニンファミリーに属する。,細胞内局在：細胞間境界、おそらく細胞-マトリックス境界に認められる。,サブユニット：MLLT4およびF-アクチンに結合する（類似性による）。PSEN1およびCTNNB1と直接相互作用し、PSEN1/カドヘリン/カテニン接着複合体の一部を形成する。ARHGAP21およびJUBと相互作用する。,組織特異性：正常組織において普遍的に発現する。,
	研究分野
	Adherens_Junction;Adherens_Junction;白血球の内皮透過移動;がんにおける経路;子宮内膜がん;不整脈性右室心筋症 (ARVC);
	画像データ
	

	カテニンα1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

